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湖
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会
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滋 賀 県 立 大 学 同 窓 会

湖 風 会

湖
風
会
会
長
挨
拶

　
第
３
代
会
長
に
就
任
し
て

会
長　

矢
吹　

安
子

（
昭
42　

家
政
部
卒
）

　

本
年
６
月
24
日

（
土
）に
、平
成
29

年
度「
湖
風
会
」通

常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。こ
の

総
会
に
お
い
て
、私
は
同
窓
会「
湖
風
会
」

の
３
代
目
の
会
長
と
し
て
ご
承
認
頂
き
ま

し
た
。

　

岡
田
会
長
の
あ
と
の
会
長
と
い
う
重
責

を
賜
り
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

歴
代
の
会
長
を
は
じ
め
、役
員
お
よ
び

会
員
皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
平
成
25

年
に
は「
同
窓
会
館
」が
建
設
さ
れ
、ま
た

昨
年
に
は「
湖
風
会
」設
立
10
周
年
記
念
事

業
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
て
、同
窓
会「
湖
風

会
」の
基
礎
を
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

設
立
11
年
目
を
迎
え
た
現
在
は
、短
期

大
学
の
卒
業
生
約
１
７
，4
0
0
名
、県
立

大
学
の
卒
業
生
約
9
，9
0
0
名
、合
計
約

２
７
，3
0
0
名
の
大
組
織
と
な
り
ま
し

た
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
あ
る
私
た
ち
の

「
湖
風
会
」は
、①
地
域
支
部
や
学
部
支
部

を
主
体
と
す
る
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る

②
母
校
の
県
立
大
学
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
学
生
支
援
や
社
会
貢
献
を
活
動
の
中
心

と
し
て
お
り
ま
す
が
、人
口
減
少
が
進
む

中
、受
験
生
確
保
を
考
え
る
、こ
の
２
本
の

柱
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
ク
ラ
ス
会
が
28
件
、

平
成
28
年
度
に
は
ク
ラ
ス
会
25
件
と
同
好

会
２
件
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
一
層
多
く
の
ク
ラ
ス
会
や
同
好
会

が
実
施
さ
れ
、和
気
あ
い
あ
い
の
中
、思
い

出
話
に
花
が
咲
き
、懐
か
し
ん
で
い
た
だ

く
ひ
と
時
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、「
湖

風
会
館
」に
も
お
出
か
け
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
手
を
た
ず
さ
え
、集
う
こ
と

が
楽
し
い
ワ
ク
ワ
ク
感
い
っ
ぱ
い
の「
湖

風
会
」と
な
り
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
指
導
、ご

鞭
撻
、そ
し
て
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

前
会
長
退
任
挨
拶

　
湖
風
会
会
長
を
終
え
て

岡
田　

定
一

（
昭
34　

農
業
部
卒
）

　

初
代
会
長
種
橋

清
一
さ
ん
の
後
を

受
け
て
、平
成
23

年
に
２
代
目
会
長

を
お
引
き
受
け
し

て
以
来
２
期
４
年
が
過
ぎ
て
、こ
れ
で
お

役
御
免
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、翌
年
に

は
当
同
窓
会
設
立
10
周
年
を
迎
え
る
の
で
、

そ
の
準
備
の
為
、全
役
員
続
投
と
い
う
こ

と
に
な
り
、会
則
が
改
正
さ
れ
て
、会
長
も

あ
と
二
年
続
投
と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

本
年
６
月
の
定
期
総
会
で
、家
政
部
出
身

の
矢
吹
安
子
さ
ん
に
会
長
職
を
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、平
成
25
年
２
月
、県
立
大
学
理

事
長（
学
長
）以
下
理
事
職
教
授
と「
湖
風

会
」役
員
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、以
後

毎
年
定
例
的
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、同
年
３
月
の
大
学
卒
業
式
か

ら
、同
窓
会
会
長
名
で
各
学
科
成
績
優
秀

者
１
名
ず
つ
を
表
彰
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
３
月
、同
窓
会
館
が
竣
工
し
、

同
年
11
月
落
成
記
念
式
典
と
記
念
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
６
月
、県
立
大
学
創
立
20
周

年
記
念
事
業
の
式
典
等
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、大
学
の
人
材
育
成
基
金
の
募
金
活

動
の
広
報
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
11
月
、湖
風
会
設
立
10
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、講
演
会
を
開
催
し
、

「
会
員
名
簿
」と「
同
窓
会
設
立
10
周
年
記

念
誌
」を
頒
布
し
ま
し
た
。

　

湖
風
会
の
下
部
組
織
と
し
て
は
、３
地

域
支
部
と
４
学
部
支
部
と
形
は
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、湖
風
会
の
組
織
が
整
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
こ

と
、こ
れ
偏
に
本
会
役
員
、支
部
役
員
を
は

じ
め
大
勢
の
方
々
の
ご
努
力
の
賜
物
で
す
。

滋
賀
県
立
大
学
同
窓
会
報
　
第
六
号
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通
常
総
会
開
催
結
果

　

平
成
29
年
度
の
湖
風
会
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

日
時　

平
成
29
年
６
月
24
日
13
時
30
分
～

場
所　

大
学
内
A7−

102
教
室

出
席
者

　

会
員
78
名　

委
任
状
383
名　

計
４６１
名

来
賓　

滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

  　
　
　
　
　
　
　
　

廣
川　

能
嗣
様

  　
　

 

同　

学
生
・
就
職
支
援
Ｇ
統
括

  　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　

善
幸
様

司
会  　
　
　
　
　
　

戸
田　

雄
一
氏

議
長  　
　
　
　
　
　

中
川
富
美
江
氏

議
案
審
議

　

第
１
号
議
案　

�

平
成
27
・
28
年
度
事
業

報
告

　

第
２
号
議
案　

�

平
成
27
・
28
年
度
収
支

決
算
書
・
監
査
報
告

　

第
３
号
議
案　

平
成
29
年
度
役
員
改
選

　

第
４
号
議
案　

平
成
29
年
度
事
業
計
画

　

第
５
号
議
案　

平
成
29
年
度
予
算
計
画

　

岡
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、廣
川
理
事

長
・
学
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、議

案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。各
議
案
に
つ
い

て
は
、担
当
役
員
か
ら
提
案
説
明
の
後
、

各
々
挙
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
、矢
吹
新
会

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
立
大
学
の
卒
業
生
は
、第
一
回
卒
業

生
が
ま
だ
40
歳
そ
こ
そ
こ
で
す
。彼
等
が

仕
事
の
第
一
線
を
退
く
ま
で
あ
と
20
年
余

り
の
間
は
、私
達
短
大
卒
業
生
が
中
心
と

な
っ
て
、こ
の
同
窓
会
を
盛
り
立
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

滋
賀
県
立
大
学
学
長
挨
拶

学
長　

葊
川　

能
嗣

　

公
立
大
学
法
人

滋
賀
県
立
大
学
の

理
事
長
・
学
長
に
、

本
年
４
月
就
任
致

し
ま
し
た
葊
川
能

嗣（
ひ
ろ
か
わ
よ
し
つ
ぐ
）で
す
。

　

本
学
は
、1
9
9
5
年（
平
成
７
年
）に

開
学
し
て
22
年
が
経
ち
ま
し
た
。そ
の
間
、

県
立
大
学
と
し
て
の
使
命
を
全
う
す
る
た

め
に
、学
部
学
科
の
再
編
や
新
設
な
ど
を

行
い
、現
在
は
、環
境
科
学
部
、工
学
部
、人

間
文
化
学
部
、人
間
看
護
学
部
の
４
学
部

13
学
科
、ま
た
、大
学
院
に
お
い
て
は
、４

研
究
科
９
専
攻
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
１
万
２
千
名
を
超
え
る
学
生

が
学
び
、１
万
名
近
く
の
学
生
が
巣
立
ち
、

滋
賀
県
内
外
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、本
学
を
支
援
頂
い
て
い
る
同
窓

会
に
お
い
て
は
、2
0
0
6
年（
平
成
18

年
）11
月
に
、そ
の
組
織
を
一
本
化
さ
れ
て

「
湖
風
会
」が
誕
生
し
、大
学
と
し
て
も
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

卒
業
生
名
簿
の
整
理
、成
績
優
秀
卒
業
生

表
彰
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
学
生
の
会

社
見
学
等
の
就
職
支
援
、卒
業
生
へ
の
生

涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、多
岐
に
わ
た

り
き
め
細
か
な
ご
支
援
を
頂
き
、大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
湖
風
会
」が
誕
生
し
た
同
じ
年
の
４
月

に
は
、よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
戦
略
的
な

組
織
運
営
が
で
き
る
よ
う
、大
学
は
法
人

化
し
て
、公
立
大
学
法
人
滋
賀
県
立
大
学

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、設
置
者
で

あ
る
滋
賀
県
か
ら
示
さ
れ
る
中
期
目
標
を

受
け
て
、６
年
間
の
中
期
計
画
を
作
成
、実

施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今

年
は
、第
２
期
中
期
計
画
の
最
終
年
度
で

す
。こ
の
計
画
を
し
っ
か
り
達
成
す
る
と

と
も
に
、現
在
、来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
３

期
中
期
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
期
計
画
の
大
き
な
柱
と
し
て
、

「
教
育
」、「
研
究
」、「
地
域
貢
献
」、「
大
学
運

営
」に
加
え
て
、「
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の

強
化
」を
据
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
に
根
ざ
し
、地
域
に
学
び
、地
域

に
貢
献
す
る
大
学
」を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

い
る
わ
が
大
学
を
、こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま

に
認
め
て
頂
く
に
は
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
強

化
が
不
可
欠
と
考
え
る
か
ら
で
す
。そ
れ

は
、大
学
の
み
で
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、

社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
皆
さ

ま
の
お
力
添
え
が
大
変
重
要
で
す
。そ
の

た
め
に
も
、湖
風
会
と
緊
密
に
連
携
し
て
、

滋
賀
県
立
大
学
が
そ
の
存
在
感
を
世
に
示

し
、卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
誇
れ
る
大
学
と
し
て
育
っ
て
い
く
よ

う
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。今
後
と
も

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

長
か
ら
の
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
終
了
後
、人
間
看
護
学
部
棟

ナ
シ
ェ
リ
ア
で
懇
親
会
が
和
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
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表1   　　会　　計　　報　　告
Ⅰ 一般会計� （単位：円） Ⅱ 「湖風会」

　 〔旧単位同窓会寄付金〕特別会計
（平成27・28年度）� （単位：円）

科　　目 収　入 残　金
前年度繰越金
　特別会計分 10,000,000 10,000,000 
　会館建設費残金 7,462,864 17,462,864 
利息 1,368 17,464,232 
寄附金 438,030 17,902,262 

合　　計　 17,902,262 17,902,262 

Ⅲ 湖風会館修繕積立金会計
（平成27・28年度）� （単位：円）

科　　目 収　入 残　金
前年度繰越金 400,074 400,074 
積立金 400,000 800,074 
利息 103 800,177 

合　　計 800,177 800,177 

表２　　　　平　成　2 9　年　度　　役　員　改　選　　就　任　者
所属学部支部 役員名（卒業年）　　◎会長　○副会長　△地域・学部支部長
環 境 科 学 部 △日置靖男（S42）	 △安田佐登志（S44）	○植田儀一郎（S45）	 田中靖志（S49）	 伊垣剛（H6）	 ○小林匡哉（H17）	 岸本希実洋（H21）	 柳沼勇多（H23） 
工 学 部 △川﨑眞治（S36）	 ○△松下恭明（S40） 	　長谷正勝（S40）	 大森晢夫（S41） 
人間文化学部 ◎矢吹安子（S42）	 　　辻ひとみ（S42）	　早川幸代（H1）	 阿閉順子（H8）	 ○戸田雄一（H14）　　邊見将史（H22）　　
人間看護学部 ○中川富美江（S48）	　安寺久美子（S49）	　五坪千恵子（S53）	 川合小百合（S57）	 　馬場文（H22）
監 事 　高瀬藤一郎（農業S39）　　　安部八重子（家政S43）

平成27・28年度　収支決算
収入の部

収入科目 平成27年度決算額 平成28年度決算額
会 費 収 入 5,830,000 6,150,000
雑 収 入 59,725 47,001
収 入 の 部 小 計 5,889,725 6,197,001
前 年 度 繰 越 金 13,430,912 11,322,989
収 入 の 部 合 計 19,320,637 17,519,990
支出の部

支出科目 平成27年度決算額 平成28年度算額
一 般 経 費 1,423,863 2,595,782
設 備 費 239,760 369,360
事 務 管 理 費 1,830,119 1,679,418
委 員 会 活 動 費 2,389,175 98,141
支 部 活 動 費 1,252,210 561,620
活 動 助 成 金 280,000 270,000
会館維持管理費 332,521 322,829
会館修繕積立金 200,000 200,000
そ の 他 50,000 100,000
支 出 の 部 小 計 7,997,648 6,197,150
次 年 度 繰 越 金 11,322,989 11,322,840
支 出 の 部 合 計 19,320,637 17,519,990

平成29年度　収支予算
収入の部

収入科目 平成29年度予算額
会 費 収 入 6,500,000
雑 収 入 50,000
収 入 の 部 小 計 6,550,000
前 年 度 繰 越 金 11,322,840
収 入 の 部 合 計 17,872,840
支出の部

支出科目 平成29年度予算額
一 般 経 費 1,490,000
設 備 費 250,000
事 務 管 理 費 1,840,000
委 員 会 活 動 費 3,130,000
支 部 活 動 費 920,000
活 動 助 成 金 400,000
会館維持管理費 400,000
会館修繕積立金 200,000
そ の 他 200,000
支 出 の 部 小 計 8,830,000
次 年 度 繰 越 金 9,042,840
支 出 の 部 合 計 17,872,840

 

委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
委
員
会

　

湖
風
会
で
は
、執
行
機
関
と
し
て
の「
役

員
会
」を
定
期
的（
二
ヶ
月
に
一
度
）に
開

催
し
、事
業
計
画
や
予
算
・
決
算
の
審
議
、

さ
ら
に
大
学
と
の
協
調
・
連
携
活
動
の
あ

り
方
や
各
種
規
程
の
改
廃
な
ど
を
審
議
し

て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、会
長
お
よ
び
学
部
同
窓

会
の
代
表
等（
７
人
）で
構
成
し
、役
員
会

の
運
営
を
効
果
的
に
行
い
、積
極
的
な
活

動
を
展
開
す
る
た
め
の
総
合
調
整
機
能
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
課
題
を
中
心
に
協
議

し
て
い
ま
す
。

①�

役
員
会
へ
の
提
出
案
件
や
当
同
窓
会
の

課
題
の
事
前
協
議

②�

各
委
員
会
や
各
学
部
・
支
部
の
取
り
組

み
等
の
情
報
収
集
と
連
携
強
化
策
の
協

議
等

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、組
織
の
縦
軸
と
横

軸
を
つ
な
ぐ
調
整
機
能
を
果
た
し
、同
窓

会
と
し
て
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

提
案
や
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、湖

風
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
昭
45　

農
業
部
卒　

植
田
儀
一
郎
）

名
簿
管
理
委
員
会

　

10
周
年
記
念
事
業
の
１
つ「
会
員
名
簿
」

の
発
行
に
際
し
て
は
、大
学
関
係
者
や
名

簿
制
作
会
社
等
の
ご
協
力
の
下
、本
委
員

会
に
て
諸
々
の
基
本
事
項
を
検
討
・
整
理

し
、活
動
委
員
会
及
び
役
員
会
へ
諮
問
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
は
、名
簿
の
仕
様
、掲
載
項
目
、

掲
載
対
象
正
会
員
と
特
別
会
員
、宛
先
不

明
者
の
現
住
所
調
査
、そ
の
他
幾
つ
か
の

事
項
で
す
。湖
風
会
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
経
験
で
有
る
為
、発
行
ま
で
に
は
起
案

を
始
め
て
２
年
近
い
時
間
を
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
作
業
で
は
旧
短
期
大
学
単
位
同
窓
会

が
過
去
に
発
行
さ
れ
た
名
簿
や
、そ
の
他

過
去
の
資
料
を
参
考
に
し
て
、会
員
や
特

別
会
員（
教
職
員
）を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、卒
業
時
に
そ
の
後
の
新

し
い
住
所
、勤
務
先
等
の
連
絡
用
ハ
ガ
キ

を
配
布
し
、住
所
録
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、返
答
率
は
10
％
前
後
と
低

調
で
す
。

　

今
後
更
に
名
簿
情
報
を
充
実
さ
せ
る
為

に
、県
大
卒
業
生
の
就
職
内
定
企
業
情
報

の
ま
と
め
、宛
先
不
明
者
の
住
所
把
握
活

動
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

（
昭
40　

工
業
部
卒　

松
下
恭
明
）

就
職
支
援
委
員
会

　

平
成
28
年
度
卒
業
生
の
就
職
内
定
率
は

97
・９
％
と
な
り
ま
し
た
。文
科
省
が
公
表

し
て
い
る
大
学
の
推
計
内
定
率
が
97
・
６
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表３　平成28年度卒業・修了者の就職状況
（平成29年5月1日現在）

学部・研究科 希望者 内定者 内定率（％）

環境科学部 133 132 99.2

工学部 59 59 100

人間文化学部 186 181 97.3

人間看護学部 70 70 100

小　　　計 448 442 98.7

研究科博士前期課程 81 78 96.3

研究科博士後期課程 5 3 60

合　　　計 534 523 97.9

同窓会員の住所分布状況（平成29年６月末現在）� （単位：人）

環境科学部 工 学 部 人間文化学部 人間看護学部 合　計
北海道 23 4 11 3 41 
東北 24 8 34 3 69 
関東 185 135 393 40 753 
信越・北陸 299 136 442 84 961 
東海 806 653 1,043 182 2,684 
近畿（除滋賀） 1,889 1,288 1,712 354 5,243 
滋賀 3,099 2,129 4,194 856 10,278 
中国 153 57 169 35 414 
四国 88 19 114 16 237 
九州・沖縄 139 35 88 20 282 
海外 21 10 27 3 61 
合計 6,726 4,474 8,227 1,596 21,023 
物故者 429 388 308 12 1,137 
住所不明者 1,601 1,135 1,387 455 4,578 
総会員数 8,756 5,997 9,922 2,063 26,738 
会費未納者 1,158 836 1,124 184 3,302 
総計 9,914 6,833 11,046 2,247 30,040 

北海道

41

滋賀

10,278

沖縄

12

東北

青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

4
5
21
9
15
15

信越・北陸

長野
新潟
富山
石川
福井

近畿

京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山

中国

鳥取
島根
岡山
広島
山口

東海

岐阜
静岡
愛知
三重

四国

徳島
香川
愛媛
高知

関東

茨城
栃木
群馬
埼玉

東京
千葉

山梨
神奈川

九州

福岡
佐賀
長崎
熊本
大分

鹿児島
宮崎

96
44
181
170
470

58
79
130
108
39 2,224

1,664
951
284
12088

23
25
26
34
43
31

48
62
98
29

1,004
289
1,061
330

39
24
26
109
128
218
191
18

％
な
の
で
、そ
れ
よ
り
少
し
高
い
内
定
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
３
）

　

大
学
で
は
、就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ（
学
生
の
就
業
体
験
）、公
務

員
試
験
対
策
講
座
の
実
施
の
他
、業
界
・
企

業
の
研
究
会
、病
院
合
同
説
明
会
の
開
催
、

ま
た
保
護
者
へ
の
昨
今
の
就
職
活
動
や
進

路
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
目
的
と
し
た

「
保
護
者
向
け
就
職
説
明
会
」の
実
施
な
ど
、

学
生
の
よ
り
良
い
就
職
に
向
け
て
、様
々

な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
就
職
支
援
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
〉

　

こ
の
紙
面
を
借
り
て
皆
様
に
お
願
い
で

す
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
企
業
が

少
な
い
そ
う
で
、大
学
側
か
ら
、受
入
可
能

な
企
業
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
と
依
頼

さ
れ
て
い
ま
す
。皆
様
の
ご
勤
務
先
な
ど

で
、受
入
に
つ
い
て
ご
検
討
頂
け
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、滋
賀
県
立
大
学
事
務
局　

学

生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
迄
ご
連
絡
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
17　

環
境
科
学
部
卒　

小
林
匡
哉
）

広
報
委
員
会

　

広
報
委
員
会
は
２
年
に
１
度
の「
湖
風

会
報
」の
発
行
と
都
度
更
新
の「
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）」を
使
っ
て
、会
員
各
位
宛
に

種
々
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。Ｈ

Ｐ
は
詳
し
い
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

全
会
員
が
見
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。そ
の

為
会
報
は
全
会
員
宛
に
発
送
し
、皆
さ
ん

に
湖
風
会
の
様
子
に
理
解
と
関
心
を
持
っ

て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、湖
風
会
側
か
ら
の
一
方
的
な
発

信
だ
け
で
な
く
、会
員
か
ら
の
情
報
も
掲

載
発
信
し
て
い
ま
す
。そ
の
１
例
が
Ｈ
Ｐ

の「
ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
」で
す
。久
し
振
り

の
ク
ラ
ス
会
に
も
拘
わ
ら
ず
参
加
出
来
な

か
っ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
、こ
の
記
事
や

写
真
を
懐
か
し
く
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
は
こ
れ
か
ら
も
適
切
な
情

報
発
信
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

（
昭
41　

工
業
部
卒　

大
森
晢
夫
）

湖
風
会
館
管
理
委
員
会

　

湖
風
会
館
は
、湖
風
会
の
各
種
役
員
会

を
は
じ
め
各
支
部
の
会
合
、大
学
の
各
種

教
育
の
一
環
と
し
て
の
利
用
、お
よ
び
大

学
生
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
や
サ
ー
ク
ル
活

動
、等
々
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ま
だ

ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
の
上
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

尚
、ご
利
用
に
際
し
て
は
、「
湖
風
会
館

管
理
規
程
」を
遵
守
し
て
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。こ
の
規
程
は
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
徐
々
に
湖
風
会
の
歴
史
を

は
じ
め
、色
々
な
資
料
の
整
理
を
し
て
閲

覧
、展
示
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ご
意
見
・
ご
提
案

等
が
有
れ
ば
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

（
昭
42　

工
業
部
卒　

日
置
靖
男
）

湖
風
会
設
立
10
周
年
記
念
事
業
報
告

　

平
成
28
年
11
月
12
日
湖
風
会
設
立
10
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
式
典
に
備
え
、記
念
事
業
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、次
の
４
つ
の
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

①
会
員
名
簿
の
発
行

　

名
簿
発
行
に
は
個
人
情
報
保
護
の
問
題

も
あ
り
、専
門
会
社
に
委
託
・
発
行
す
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、２
万
９
千
余
名
を
収
録
し

た
立
派
な
名
簿
が
完
成
し　

1
9
4
2
名

の
多
く
の
会
員
が
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
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②
記
念
誌
の
編
纂

　

歴
代
の
同
窓
会
の
あ
ゆ
み
の
記
録
・
資

料
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

湖
風
会
ル
ー
ツ
の
単
位
同
窓
会
の
記
録
、

湖
風
会
設
立
ま
で
の
活
動
、湖
風
会
設
立

後
10
年
に
お
け
る
組
織
の
構
築
と
同
窓
会

館
の
建
設
と
、大
き
く
３
つ
の
活
動
の
記

録
で
す
。

③
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
作
成

　
「
湖
風
会
は
５
単
位
同
窓
会
が
統
合
設

立
さ
れ
、滋
賀
県
に
在
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
会
員
お
よ
び
在
学
生
か
ら
募
集
し
、18

点
の
中
か
ら
審
査
会
を
経
て
、生
活
デ
ザ

イ
ン
科
在
学
生
、岡
田
千
穂
さ
ん
の
作
品

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
、琵
琶
湖
の
ブ
ル
ー
で
、５

つ
の
羽
根
で
５
単
位
同
窓
会
を
表
し
、且

つ「
こ
」「
ふ
」「
う
」と
平
仮
名
文
字
が
読
み

取
れ
る
も
の
で
す
。

④
記
念
式
典

　

記
念
式
典
は
、記
念
講
演
・
式
典
・
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
発
表
と
表
彰
、さ
ら
に
は

祝
賀
会
を
和
や
か
な
内
に
行
い
ま
し
た
。

　

以
上
の
事
業
す
べ
て
を
多
く
の
方
々
の

協
力
の
下
に
、無
事
達
成
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
活
動
の
結
果
、湖
風
会
設
立

ま
で
の
間
、当
時
の
役
員
方
々
の
大
変
な

ご
苦
労
を
皆
さ
ん
に
紹
介
で
き
、ま
た
記

録
と
し
て
残
せ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。（昭

40　

工
業
部
卒　

松
下
恭
明
）

 

支
部
同
窓
会

滋
賀
支
部

通
常
総
会
　
開
催

　

平
成
28
年
６
月
25
日（
土
）、湖
風
会
館

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
特
別
講
演
と
し
て
、琵
琶
湖
博

物
館
の
学
芸
員
を
講
師
に
招
き
、「
琵
琶
湖

の
誕
生
」と
題
し
、何
百
万
年
の
琵
琶
湖
の

起
源
の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、

評
議
員
さ
ん
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

楽
し
く
、参
加
し
易
い
総
会
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。次
回
の
総
会
に

も
何
か
工
夫
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

評
議
員
の
更
新

　

諸
事
情
で
総
会
な
ど
へ
の
出
席
が
困
難
な

評
議
員
に
替
え
て
、平
成
27
年
度
は
1
5
7

名
の
新
た
な
方
々
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、役
員
も
適
時
更
新
の
方
向
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、候
補
者
探
し
に
苦

慮
し
て
お
り
ま
す
。新
役
員
へ
の
名
乗
り

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

記
念
ク
ラ
ス
会
の
す
す
め

　

ク
ラ
ス
会
開
催
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
、卒
業
10
周
年
・
20
周
年
・
30
周

年
・
還
暦
そ
し
て
古
希
の
歳
に
当
た
る
ク

ラ
ス
の
評
議
員
の
方
に「
ク
ラ
ス
会
を
開

催
し
ま
せ
ん
か
」と
案
内
状
を
送
付
し
て

い
ま
す
。そ
の
結
果
、毎
年
10
ク
ラ
ス
ほ
ど

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
会
開
催
に
は
助
成
金
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
活
用
し
て
下
さ
い
。

（
昭
40　

工
業
部
卒　

松
下
恭
明
）

東
海
支
部

　

平
成
29
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

20
日（
土
）に
、ア
イ
リ
ス
愛
知
に
て
県
立

大
学
人
間
文
化
学
部
の
田
中
敏
明
先
生

を
お
招
き
し
て
、三
国
史（
日
本
、中
国
、韓

国
）の
穏
や
か
な
古
代
ロ
マ
ン
の
悠
久
の

歴
史
を
ひ
も
解
く
記
念
講
演
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
第
二
次
大
戦
後
70
余
年
平
和
が

続
き
歴
史
の
変
化
の
中
、人
類
は
再
び
決

し
て
踏
み
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま

で
来
て
い
る
昨
今
、過
去
の
歴
史
に
学
び

平
和
の
意
味
を
噛
み
し
め
る
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
、し
ば
し
楽
し
い
時
間

で
し
た
。

　

現
在
湖
風
会
に
は
学
部
同
窓
会
も
立
ち

上
が
り
、歴
史
あ
る
地
域
同
窓
会（
東
海
支

部
）と
し
て
来
年
以
降
も
県
立
大
学
の
先

生
方
に
講
演
を
お
願
い
し
て
、此
の
地
域

に
在
住
す
る
同
窓
生
の
生
涯
学
び
の
場
と

な
る
よ
う
、湖
風
会
も
幅
広
い
多
く
の
支
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「
設
立
総
会
」を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
毎
年
約
４
回
の
役
員
会
や
年
末

の「
忘
年
会
」等
で
各
学
部
間
の「
親
睦
」を

図
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

６
年
目
を
迎
え
た
現
在
は
学
部
間
を

超
え
て「
和
気
藹
々
」の
付
き
合
い
に
な
り
、

お
互
い
に
個
人
的
な
話
が
話
題
に
な
る
よ

う
な
付
き
合
い
が
出
来
て
居
り
ま
す
。

　

今
後
は「
趣
味
を
中
心
と
し
た
同
好
会
」

等
の
開
催
で
会
員
間
の
親
睦
の
場
を
拡
げ

て
い
く
事
を
考
え
て
い
ま
す
。昨
年
秋
に

は
奈
良
の「
春
日
大
社
第
60
次
式
年
造
替
」

に
合
わ
せ
て
お
参
り
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
是
非
近
畿
支
部
の
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は「
湖
風
会
・
近
畿
支
部
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
掲

載
を
い
た
し
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
い
た

だ
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
様
、お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

 （
昭
36　

工
業
部
卒　

川
㟢
眞
治
）

工
学
部
支
部

　

２
０
１
１
年
11
月
に
学
友
会
の
設
立
総

会
を
開
催
し
て
か
ら
、早
い
も
の
で
６
年
、

そ
の
前
身
の「
彦
機
会
」も
含
め
る
と
20
年

が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
員
諸
氏
、湖
風
会
、大
学
の
ご
支
援
ご

協
力
を
頂
き
、お
陰
様
で
順
調
に
活
動
を

継
続
し
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

学
友
会
で
は
、以
下
の
四
つ
の
事
業
を

中
心
に
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
、会
員
と
県
大
工
学
部
と
の
連
携
推
進

二
、会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

　

イ
、同
好
会
活
動

　

ロ
、Ｈ
Ｐ
の
維
持

　

ハ
、名
簿
管
理

三
、県
大
工
学
部
の
活
動
支
援

四
、事
務
局（
学
友
会
の
運
営
統
括
）

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、隔
月
に
開
催
さ
れ

る
理
事
会
で
計
画
立
案
・
遂
行
・
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
友
会
で
は
、県
大
工
学
部
の
教
授
を

特
別
理
事
と
い
う
形
で
理
事
会
に
参
画
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
が
大
学
と

同
窓
会
の
連
携
が
円
滑
に
、濃
密
に
取
れ

て
い
る
大
き
な
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
湖
風
会
報
以
降
２
年
間
の
主
な

行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、学
友
会
第
三
回
総
会
の
開
催

　

２
０
１
６
年
11
月
、県
大
3
0
1
講

義
室
に
て
開
催
。今
回
は
湖
風
会
10
周

年
記
念
行
事
、湖
風
祭
と
同
日
開
催
と
な

り
、大
田
学
長
・
岡
田
会
長
を
は
じ
め
以
下

1
0
2
名
の
出
席
を
得
ま
し
た
。

二
、会
社
訪
問
の
実
施

　

兵
神
装
備
㈱
・
髙
橋
金
属
㈱
の
訪
問
を

行
い
ま
し
た
。２
０
１
２
年
度
か
ら
こ
の

会
社
訪
問
は
、県
大
工
学
部
の
機
械
シ
ス

テ
ム
工
学
科
の
学
生
が
授
業
の
一
環
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。学
生
･
同
窓
生
･

大
学
の
連
携
が
取
れ
る
良
い
事
業
で
あ
る

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

三
、同
好
会
活
動
他

　

ゴ
ル
フ
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
、フ

ォ
ト
、カ
ラ
オ
ケ
の
同
好
会
活
動
も
益
々

活
発
に
活
動
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
友
会
活
動
の
様
子
は
、都

度
学
友
会
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://k-gakuyukai.jp/

）

（
昭
40
年　

工
業
部
卒　

藤
浪
市
郎
）

部
会
員
が
在
籍
し
、県
大
出
身
の
会
員
が

増
え
る
中
、徐
々
に
繋
げ
て
い
け
た
ら
と

の
思
い
で
す
。

（
昭
42　

工
業
部
卒　

日
置
靖
男
）

近
畿
支
部

　

近
畿
支
部
は
滋
賀
県
を
除
く
近
畿
２ 

府
３
県（
大
阪
府
・
京
都
府
・
兵
庫
県
・
奈

良
県
・
和
歌
山
県
）に
在
住
、又
は
勤
務
の

方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。会
員
数

は
滋
賀
支
部
に
次
い
で
多
い
現
在
約
6
，

0
0
0
名
の
会
員
数
で
す
。（
本
年
度
で
県

大
卒
業
生
が
約
半
分
に
な
り
ま
し
た
） 

　

平
成
23
年
３
月
に
５
単
位
同
窓
会
の
役

員
が
初
め
て
集
ま
り
、平
成
24 

年
４ 

月
に
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環
境
科
学
部
支
部

支
部
の
愛
称
が「
環
友
会
」に
決
ま
る

　

大
学
の
発
展
の
一
端
に
寄
与
す
る
こ
と

と
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
よ
う
と
、湖

風
会
環
境
科
学
部
支
部
が
平
成
27
年
６
月

に
発
足
し
て
早
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。こ

の
間
、短
大
農
業
部
、短
大
建
築
学
科
、県

立
大
学
環
境
科
学
部
の
卒
業
生
が
２
回
の

総
会
と
屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
よ
る
交
流

会
を
通
じ
、年
代
を
越
え
た
交
流
を
年
々

深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、第
３
回
総
会
を
６
月
17
日

（
土
）に
湖
風
会
館
に
お
い
て
岡
田
定
一
湖

風
会
会
長（
当
時
）を
来
賓
に
お
迎
え
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。支
部
総
会
に
先
立

ち
農
業
部
農
業
経
済
学
科
同
窓
会「
江
友

会
」の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

62
名
と
多
く
の
会
員
に
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。総
会
で
は
、平
成
28
年
度
事
業
・

収
支
決
算
報
告
、平
成
29
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
を
承
認
い
た
だ
い
た
ほ
か
、環

境
科
学
部
支
部
の
愛
称
が
、昨
年
会
員
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
12
件
の
中
か
ら「
環
友

会
」【「
環
境
」（
環
境
科
学
、農
業
、建
築
の
共

通
基
盤
で
あ
る“
環
境
”）と「
環
」（
わ
）の
も

と
に
集
う
】と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、カ
フ
ェ
テ
リ
ア「
ナ
シ
ェ

リ
ア
」に
お
い
て
58
名
の
参
加
の
も
と
、和

や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
交
流
を
深
め

ま
し
た
。 （

昭
49　

農
業
部
卒　

田
中
靖
志
）

人
間
文
化
学
部
支
部

　

平
成
27
年
11
月
に
支
部
を
設
立
し
、２

年
が
経
過
し
ま
し
た
。芹
翠
会
か
ら
の
メ

ン
バ
ー
と
人
間
文
化
学
部
の
卒
業
生
が
ひ

と
つ
に
な
り
、幅
広
い
世
代
が
力
と
知
恵

を
出
し
合
っ
て
、よ
り
良
い
会
に
な
る
よ

う
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
６
月
に
は
第
２
回
の
総
会
を
開
催

し
、あ
ら
た
に
多
く
の
方
に
評
議
員
と
し

て
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

総
会
後
は
恩
師
で
あ
る
武
邑
尚
彦
先
生

に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、ま
た
、懇
親
会
で

は
卒
業
生
に
よ
る
歌
と
演
奏
も
あ
っ
て
和

気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、参
加
さ
れ

た
会
員
の
一
体
感
を
醸
成
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。こ
の
会
が
、多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

評
議
員
を
は
じ
め
設
立
に
関
わ
る
全
て

の
方
が
撒
い
て
く
だ
さ
っ
た
種
が
、よ
う

や
く
芽
吹
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。会
員
約

9
，0
0
0
人
の
こ
の
会
が
、に
ぎ
や
か
に

花
開
き
大
き
な
実
を
結
ぶ
よ
う
に
、み
な

さ
ま
か
ら
も
ぜ
ひ
活
動
へ
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。そ
し
て
卒
業
生
の
交
流
・
親

睦
の
場
と
し
て
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け

る
こ
と
を
、役
員
一
同
い
つ
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

（
平
14　

人
間
文
化
学
部
卒　

戸
田
雄
一
）

人
間
看
護
学
部
支
部

　

わ
が「
湖
畔
の
会
」は
、学
部
支
部
で
は

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、平
成
28
年
３
月

５
日（
土
）に
支
部
を
設
立
致
し
ま
し
た
。

　
「
湖
畔
の
会
」の
み
で
の
活
動
は
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、本
部「
湖
風
会
」と

共
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
で
、
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「
湖
畔
の
会
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ご
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
ら
本
部
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。今
は
来
年
３
月
の
総
会
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

通
知
に
つ
い
て
は
、す
べ
て
の
方
に
連

絡
す
る
こ
と
が
か
な
い
ま
せ
ん
。こ
の
会

報
を
見
て
の
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
、１
月
末
ま
で
に「
湖
風
会
」

本
部
へ
、氏
名
・
住
所
・
卒
業
年
・
連
絡
先

（
必
ず
連
絡
が
取
れ
る
携
帯
番
号
等
）を
お

知
ら
せ
願
い
ま
す
。

　

今
後
と
も「
湖
畔
の
会
」活
動
へ
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 （
昭
48　

看
護
部
卒　

中
川
富
美
江
） 

 

ク
ラ
ス
会

Ｓ
39
工
業
建
築
科
卒

◆ 

開
催
月
日	�

2
0
1
7
年（
平
成
29
年
） 

６
月
11
日（
日
） 

～ 

12
日（
月
）

◆ 

会
場	

�

佐
川
美
術
館
～
琵
琶
湖

コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

◆ 

参
加
者	

12
名 

　

昭
和
39
年
建
築
卒
同
窓
会「
燦
久
会（
サ

ン
キ
ュ
ウ
カ
イ
）」は
５
年
ほ
ど
前
か
ら
毎

年
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。毎
回
、

幹
事
役
が
熱
心
で
き
っ
ち
り
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
見
学
場
所
の
資
料
を
作
成

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
、佐
川

美
術
館
の
建
築
時
に
工
事
の
責
任
者
で
も

あ
っ
た
、福
坂
君
が
幹
事
役
で
も
あ
り
、詳

細
な
建
築
デ
ー
タ
を
基
に
建
物
の
説
明
と
、

建
築
時
の
苦
労
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、

あ
ま
り
聞
く
こ
と
の
な
い
話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。平
山
邦
夫
画
伯
の
仏
教

伝
来
の
流
れ
を
テ
ー
マ
に
し
た
日
本
画
や
、

彫
刻
家
佐
藤
忠
良
の
作
品
な
ど
ゆ
っ
く
り

鑑
賞
し
、日
常
を
忘
れ
豊
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
せ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

懇
親
会
は『
琵
琶
湖
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
』で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、会
場
に

直
接
合
流
す
る
人
も
あ
り
、全
員
揃
っ
た

と
こ
ろ
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

55
年
前
の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
２
年
間

の
学
習
・
遊
び
・
語
り
合
い
な
ど
濃
密
な
学

生
時
代
を
共
に
過
ご
し
、そ
の
後
、社
会
人

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
建
築
関
係
の
道
に
進

み
、高
度
成
長
時
代
を
経
て
半
世
紀
余
、人

間
と
し
て
味
の
あ
る
域
に
達
し
た『
仲
間
』、

会
が
進
む
に
つ
れ
、気
分
は
学
生
時
代
に

戻
り
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、聞
こ
え
て
く
る
波
の
音
に
誘

わ
れ
、夜
の
湖
畔
に
出
る
と
、打
ち
寄
せ
る

白
波
、見
上
げ
る
と
、満
天
の
星
、懐
か
し

い
青
春
の
思
い
出
に
耽
る
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

翌
日
は
湖
風
会
館
に
立
ち
寄
り
学
内
の

散
策
の
後
、キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
を
歩
き

彦
根
城
博
物
館
を
見
学
、井
伊
家
の
生
い

立
ち
な
ど
を
見
て
、佐
和
山
に
近
い
龍
潭

寺
に
行
き
ま
し
た
。寺
の
解
説
書
に
よ
る

と
、ド
ラ
マ
、女
城
主
直
虎
に
出
て
く
る
井

伊
谷
に
あ
る
龍
潭
寺
を
開
基
と
し
て
建
て

ら
れ
た
と
の
こ
と
、5
0
0
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
名
刹
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

楽
し
い
内
に
、幹
事
が
作
成
し
て
く
れ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
の
会
が
終
わ
り
、

次
回
も
来
年
開
催
と
決
ま
り
、寺
元
穆
君

に
幹
事
役
を
お
願
い
し
、再
会
を
約
し
て

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
46
農
学
科
卒

◆ 

開
催
月
日	�
2
0
1
7
年（
平
成
29
年
） 

６
月
４
日 （
日
）

◆ 

会
場	

近
江
八
幡　

ひ
ょ
う
た
ん
や

◆ 

参
加
者	

21
名 　

恩
師
３
名

　

一
昨
年
、第
２
回
同
窓
会
が
草
津
で
開

催
さ
れ
、40
年
ぶ
り
の
出
会
い
に
時
を
忘

れ
、楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
で「
２
年
に
一
度
は

や
ろ
う
！
」と
決
ま
り
、今
回
は
近
江
八
幡

が
担
当
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、朝
９
時
半
か
ら
和
船
に
よ
る

水
郷
め
ぐ
り
を
楽
し
む
Ａ
コ
ー
ス
と
、正

午
か
ら
の
食
事
会
Ｂ
コ
ー
ス
の
案
内
を
さ

せ
て
頂
き
、Ａ
コ
ー
ス
に
14
名
、Ｂ
コ
ー
ス

に
は
10
名
の
方
々
に
参
加
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

恩
師
の
中
嶋
隆
先
生
、中
村
久
郎
先
生
、

西
尾
敏
彦
先
生
に
も
御
出
席
を
賜
り
、変

わ
ら
ぬ
お
元
気
な
姿
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
、

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

水
郷
め
ぐ
り
は
、梅
雨
入
り
前
の
好
天

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。湖
上
を
ぬ
け
る
爽
や

か
な
風
の
中
、水
面（
み
な
も
）で
遊
ぶ
カ
イ

「
湖
畔
の
会
」総
会
の
ご
案
内

一
．日
時

　

  

平
成
30
年
３
月
３
日（
土
）10
時

二
．場
所　

　

  

滋
賀
県
立
大
学
同
窓
会

　

  「
湖
風
会
館
」

三
．懇
親
会　

人
間
看
護
学
部
内

　
　
　
　
　

  「
ナ
シ
ェ
リ
ア
」に
て

　

  

会
費　
　

5
，0
0
0
円
程
度
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ツ
ブ
リ
の
親
子
を
見
、ヨ
シ
キ
リ
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、時
の
た
つ
の
も
忘
れ
、静
か

な
初
夏
の
葦
原
の
水
郷
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

食
事
会
は
正
午
か
ら
駅
前
の“
ひ
ょ
う

た
ん
や
”さ
ん
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

記
念
写
真
の
後
開
宴
。お
酒
が
入
っ
た
所

で
各
自
近
況
報
告
。自
治
会
や
営
農
組
合
、

地
域
活
動
に
と
、ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
い

る
方
も
多
く
、そ
れ
が
終
わ
る
と
、社
寺
の

総
代
、老
人
会
の
役
な
ど
受
け
て
い
る
方

も
増
え
て
き
ま
し
た
。ボ
チ
ボ
チ
そ
の
様

な
年
に
な
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

恩
師
を
囲
み
、今
回
40
数
年
ぶ
り
に
出

会
う
友
を
囲
み
、話
は
つ
き
ま
せ
ん
。ひ
ょ

う
た
ん
や
さ
ん
の
御
厚
意
に
よ
り
、時
間

は
充
分
に
取
っ
て
頂
い
た
の
で
す
が
、あ

っ
と
言
う
間
に
３
時
半
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は“
湖
北
地
域
”で
と
い
う
事
で
、脇
坂

君
に
幹
事
を
依
頼
し
、２
年
後
に
再
会
す

る
こ
と
を
約
束
し
、お
開
き
と
し
ま
し
た
。

幹
事（
片
岡
、蒲
生
、小
西
、仲
村
、八
田
）

（
報
告　

八
田
仁
左
衛
門
）

Ｓ
51
工
業
機
械
科
卒

◆ 

開
催
月
日	�

2
0
1
7
年（
平
成
29
年
） 

５
月
20
日（
土
）

◆ 

会
場	

�

グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
彦
根
）

◆ 

参
加
者	

20
名（
宿
泊
11
名
）

　

今
回
で
３
回
目�

…
？
早
や
42
年
が
経
過

し
、還
暦
を
過
ぎ
た
旧
友
が
彦
根
に
集
合
。

　

卒
業
生
38
名
中
、既
に
４
名
も
の
物
故

者
が
有
り
、同
窓
会
は
黙
祷
か
ら
始
ま
る
。

　

輪
番
で
卒
業
後
の
社
会
経
験
、近
況
な

ど
を
笑
い
を
交
え
報
告
。（
様
々
な
ド
ラ
マ

を
垣
間
見
る
）

　

積
も
る
話
に
時
間
が
足
り
ず
、16
名
が

二
次
会
、13
名
が
三
次
会
ま
で
参
加
！

　

宿
泊
者
の
う
ち
６
名
は
、特
別
室
で
日

付
変
更
線
ま
で
の
四
次
会
に
突
入
し
た
と

か
…
♪

　

更
に
翌
日
は「
県
立
大
学
」「
彦
根
城
」等

を
満
喫
し
て
解
散
。５
年
以
内
の
再
会
を

誓
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
楽
し
い
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

送
っ
て
下
さ
い
。み
ん
な
元
気
で
な
…
♪
！

幹
事
：�

中
村
正
豊
、塚
本
明
彦
、木
内
康
弘
、

大
菅
太
嘉
治（
記
）

Ｓ
57
看
護
学
科
卒

◆ 

開
催
月
日	�

2
0
1
6
年（
平
成
28
年
） 

11
月
26
日 （
土
）

◆ 

会
場	

京
都　

新
都
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者	

13
名 

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、４
年
ご
と
に
同
窓

会
を
開
い
て
い
ま
す
。今
回
は
、紅
葉
の
京

都
で
行
い
ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
方
が
現
役

で
活
躍
中
の
た
め
、研
修
や
業
務
と
重
な
り
、

出
席
で
き
な
い
人
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

岡
山
や
金
沢
と
い
っ
た
遠
方
か
ら
の
出
席

も
あ
り
、13
人
が
集
い
ま
し
た
。田
中
先
生
、

筒
井
先
生
、端
先
生
は
体
調
不
良
に
よ
り
ご

出
席
は
か
な
わ
ず
残
念
で
し
た
。一
日
も
早

い
ご
回
復
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

始
ま
る
前
か
ら
、皆
、昔
に
戻
り
、お
し

ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
、あ
っ
と
い
う
間
に

年
月
を
押
し
戻
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
後
、１
人
ず
つ
マ
イ
ク
の
前
で

近
況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。仕
事
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
な
ど
話
は
つ
き
ず
、時
間
が

過
ぎ
て
い
き
、最
後
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
の

映
像
を
見
な
が
ら
、な
つ
か
し
い
思
い
出

話
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、あ
り

が
と
う
。

　

い
つ
も
元
気
を
い
た
だ
い
て
帰
れ
ま
す
。

　

お
元
気
で
。ま
た
４
年
後
に
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
欠
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
、次
回
は

ぜ
ひ
お
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
報
告　

川
合
小
百
合
）

Ｈ
24
生
活
栄
養
学
科
卒

◆ 

開
催
月
日	�

2
0
1
6
年（
平
成
28
年
） 

１
月
16
日（
土
）



・�

滋
賀
県
立
大
学
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
本
学
が
直
接

情
報
交
換
や
連
携
が
出
来
る
よ
う
、

生
涯
利
用
可
能
な
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
発
行
し
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
。社
会
的
に
信
頼
性
が
あ
る
た
め
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
機
関
に
も
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
可
能
で
す
。

・
湖
風
会
館
建
設
資
金
募
集
終
了
の
お
知
ら
せ

　

湖
風
会
館
建
設
寄
付
金
募
集
は
本

年（
平
成
29
年
）３
月
末
日
を
も
ち
ま

し
て
終
了
致
し
ま
し
た
。こ
こ
に
会

員
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
協
力
に
対

し
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
会
員
名
簿
と
10
周
年
記
念
誌
の
販
売

　

昨
年
の
湖
風
会
設
立
十
周
年
記
念

に
合
わ
せ
て
、会
員
名
簿
と
記
念
誌

を
作
製
・
販
売
致
し
ま
し
た
。こ
の
ほ

ど
若
干
数
の
予
備
在
庫
分
で
す
が
、

販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
同
好
会
に
も
助
成
金
が
出
ま
す

　

会
則
に
合
致
し
た
一
定
規
模
以
上

の
同
好
会
に
も
、ク
ラ
ス
会
同
様
の

助
成
金
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
湖
風
会
会
費
納
入
の
お
願
い

　

県
立
大
学
が
開
学
さ
れ
て
23
回

目
の
新
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た

が
、湖
風
会
費
未
納
入
の
方
が
約
3
，

5
0
0
名
居
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
こ
の
方
々
に
は
、会
費
納
入

依
頼
の
文
章
と
振
込
用
紙
を
同
封
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、是
非
ご
協

力
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

以
下
の
事
項
に
つ
い
て
は
既
に
詳
細
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。是
非
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
に
な
り
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

事務局連絡先
〒522−8533
滋賀県彦根市八坂町2500
湖風会 事務局
Tel.	 0749−28−4400
Fax.	0749−28−4400
E-mailアドレス
s.kendai4400@kofuukai.jp
ホームページ（HP）アドレス
http://kofuukai-usp.jp/
発行責任者 矢吹 安子
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内
容
の
紹
介
を
は
じ
め
、京
都
大
学
の
中
村

裕
一
教
授
、立
命
館
大
学
の
島
川
博
光
教
授
、

西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
笹
田
国
博

部
長
に
よ
る
特
別
講
演
も
行
わ
れ
、そ
の
後

開
催
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
も
、熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、研
究・教
育
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

知
識
・
技
術
を
習
得
し
た
人
材
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
中
核
に
携
わ
る
人
材
と
し
て
地
域

で
活
躍
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇�

滋
賀
経
済
同
友
会
と
の
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
と
滋
賀
経
済
同
友
会
は
、地
域
の

課
題
に
適
切
に
対
応
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
有

す
る
人
的
・
物
的
資
源
等
を
有
効
に
活
用

し
、連
携
・
協
力
し
て
地
方
創
生
に
資
す
る

具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、地
域
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、包
括

連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
、取
り
組
む
連
携
事
項
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
１
） �

地
域
経
済
社
会
に
お
け
る
人
材
の

育
成
に
関
す
る
こ
と

（
２
） �

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
共
同
研

究
に
関
す
る
こ
と

（
３
） �

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
る
専
門
家

の
育
成
お
よ
び
産
業
振
興
に
関
す

る
こ
と

（
４
） �

そ
の
他
、双
方
が
必
要
と
認
め
る
事
項

 　

平
成
29
年
７
月
10
日（
月
）に
は
、本
協

定
の
締
結
式
が
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
に
て
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
大
ニ
ュ
ー
ス

〇�「
地
域
ひ
と
・
モ
ノ
・
未
来
情
報
研
究
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）化
手
法
に
よ
る
地
域
課
題

解
決
に
取
り
組
む
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
、

工
学
部
に「
地
域
ひ
と
・
モ
ノ
・
未
来
情
報

研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」を
核
に
据
え
た
取
り
組
み
と

す
る
た
め
、工
学
部
に
設
置
し
て
い
ま
す

が
、４
つ（
環
境
科
学
部
・
工
学
部
・
人
間
文

化
学
部
・
人
間
看
護
学
部
）の
異
な
っ
た
特

色
の
学
部
を
持
つ
本
学
の
特
徴
を
活
か
し

て
、学
部
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、横
断
的

な
研
究
・
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、設
立
を
記
念
し
て
平
成
29
年
５

月
31
日（
水
）に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
、た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事
か
ら

も
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

酒
井
道
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
の
研
究
活
動

◆ 

会
場	

C
E
N
T
R
O

◆ 

参
加
者 	

12
名 

　

約
１
年
ぶ
り
に
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま

し
た
。ク
ラ
ス
の
半
数
程
の
参
加
数
で
し

た
が
、学
生
時
代
を
懐
か
し
ん
だ
り
近
況

報
告
で
盛
り
上
が
り
、大
変
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。次
の

幹
事
を
決
め
、次
回
の
ク
ラ
ス
会
を
楽
し

み
に
し
な
が
ら
解
散
し
ま
し
た
。


